
抗
議
活
動
に
ね
む
ろ
「
九
条
の
会
」
と
総

が
か
り
行
動
根
室
実
行
委
員
会
に
参
加
す

る
7
団
体
と
個
人
あ
わ
せ
て
16
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

ね
む
ろ
「
九
条
の
会
」
共
同
代
表
の
神
忠

志
氏
は
過
去
ア
メ
リ
カ
は
国
際
社
会
で
し
っ

か
り
と
し
た
地
歩
を
築
い
て
き
た
が
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
ル
ー

ル
な
き
国
際
社
会
を
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
と
抗
議
。
ま
た

「
小
6
の
公
民
で
国
連
の
役
割
や
国
連
憲

章
、
日
本
国
憲
法
を
学
ぶ
。
国
際
的
な
紛

争
に
武
力
を
使
わ
な
い
、
恒
久
平
和
を
求

め
る
。
国
連
憲
章
は
国
際
秩
序
の
平
和
の

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
と
し
て
勉
強
す
る
。
し
か
し

今
の
国
際
社
会
は
子
ど
も
達
に
嘘
を
つ
い

て
い
る
と
言
わ
れ
て
仕
方
が
な
い
」
と
述
べ
、

「
子
ど
も
達
の
未
来
に
希
望
を
示
す
た
め
、

私
た
ち
は
根
室
か
ら
小
さ
な
声
で
も
日
本

中
に
向
け
て
、
世
界
に
向
け
て
声
を
大
き
く

し
て
い
こ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1
月
8
日
、
根
室
市
議
会
総
務
経
済
常
任
委
員
会
が
委
員
協
議
会
を
開
催
し
、
次
期
「
根
室

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
第
4
次
）
の
説
明
と
花
咲
港
で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
ト
ラ
ウ

ト
サ
ー
モ
ン
海
面
養
殖
に
つ
い
て
昨
年
度
の
実
績
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

ベネズエラへのアメリカの暴挙に強く抗議
「国連憲章と国際法まもれ」と各団体が街頭から訴え

ア
メ
リ
カ
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
攻
撃
し
大
統
領
を
拉
致
し
た
問
題
に
対
し
て
1
月
17

日
、
ね
む
ろ
「
九
条
の
会
」と
戦
争
さ
せ
な
い
・
9
条
壊
す
な
総
が
か
り
行
動
根
室
実

行
委
員
会
は
街
頭
か
ら
抗
議
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

2025年度 トラウトサーモン生存率30.8％に
根室市の海面養殖実証試験 試行錯誤が続く

九条の会
根労連
近教祖
友の会
緊胃ろう
共産党
新婦人
退職協

続
け
て
根
労
連
や
日
本
共
産
党
市
議
団
、

新
婦
人
、
退
職
教
の
各
団
体
が
抗
議
の
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
者
は
「
旧
ソ
連
軍
の
侵
攻
に
よ

り
島
を
奪
わ
れ
て
以
来
、 

80
年
間
苦
し
み

続
け
て
き
た
根
室
地
域
と
し
て
、
大
国
に

よ
る
暴
挙
、
武
力
に
よ
る
支
配
が
ま
か
り

通
る
世
界
に
逆
行
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、

『
島
を
返
せ
』
の
悲
痛
な
叫
び
の
根
拠
す
ら

失
い
か
ね
な
い
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
歴

史
を
逆
行
す
る
不
法
な
行
為
を
や
め
、
拘

束
し
た
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
夫
妻
を
直
ち

に
解
放
し
、
大
国
と
し
て
国
際
秩
序
を
守

る
重
大
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
日
本
政

府
も
憲
法
9
条
の
理
念
に
基
づ
く
平
和
外

交
を
貫
き
、
関
係
各
国
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
文

を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
活
動
を

各
地
で
継
続
し
国
民
世
論
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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住
宅
耐
震
改
修
費
用
助
成
制
度
の
拡
充
検
討

計
画
期
間
が
２
０
２
６
年
度
～
35
年
度
ま
で
10
年
間
に

延
長
さ
れ
る
次
期
「市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」は
、
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
」
や
国
・
道

に
よ
る
住
宅
等
の
耐
震
化
促
進
の
方
針
、
政
策
や
目
標
な

ど
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
根
室
市
内
の
住
宅
耐
震
化

率
89
・
8
％
（
２
０
２
５
年
推
計
）
を
30
年
に
95
％
、
35
年
に

「
お
お
む
ね
解
消
」
と
す
る
目
標
を
設
定
。
そ
の
方
策
と
し

て
現
在
市
が
行
っ
て
い
る
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
の
助

成
制
度
を
拡
充
を
検
討
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
計
画

案
は
2
月
６
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
場
の
高
水
温
で
養
殖
ト
ラ
ウ
ト
の
生
存
率
が
低
下

２
０
２
３
年
度
か
ら
花
咲
港
内
で
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の

海
面
養
殖
試
験
を
行
っ
て
３
年
目
の
昨
年
は
約
５
０
０
ｇ

の
稚
魚
を
秋
ま
で
の
半
年
間
で
5
倍
に
成
長
さ
せ
る
計
画

で
し
た
。
し
か
し
8
～
9
月
の
高
水
温
で
1
か
月
給
餌
を

止
め
た
と
こ
ろ
、
生
存
率
が
約
3
割
に
低
下
し
、
成
長
も

平
均
1
・2
㎏
、
最
大
2
㎏
に
留
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

市
水
産
研
究
所
の
説
明
に
よ
る
と
「
事
業
化
の
た
め
に
は

高
水
温
対
策
が
課
題
だ
が
、
現
時
点
で
有
効
策
は
無
い
。

次
年
度
は
引
き
続
き
同
規
模
の
試
験
方
法
を
継
続
し
て
、

高
水
温
に
よ
る
影
響
の
調
査
を
行
う
」と
の
こ
と
で
し
た
。

工事開始は今年６月に延期か
根室西浜太陽光発電事業 市議会に説明

1月9日、市総合運動公園の傍にメガソーラーの建
設を計画している四ツ谷エナジー合同会社が根室
市議会議員に対して、事業内容について説明を行い
ました。本事業計画に対して、これまで市内で3回住
民説明会を行っており、参加者から強い不信や反対
意見があがっていました。
今回、市議会に行われた説明は従前の住民説明
会で行われた内容とほぼ同じです。参加した各議員
は個人的な立場で質疑、意見交換を行いました。

内容の一部を紹介すると、
〇事業は市民との合意形成がなければ着工するこ
とが出来ない。着工開始は6月を目標に合意形成
を図っていきたい。
※11月の住民説明会では「3月以降」と表記していた。

〇11月の3回目の住民説明会で出された意見等
に対する回答は現在作成中。配布する。説明会の
開催方式は未定だが、住民への説明会は再度行う。
〇国の法制度改正で2027年度以降、ＦＩＴ／ＦＩＰ
制度の支援が無くなるが、この事業は民間企業間
の契約で電気を売るコーポレートＰＰＡで影響ない。
環境影響評価の対象変更は、国の動向を中止する。

市内の他メガソーラー事業も含め引き続き、その
動向を注視・検討していきたいと思います。

1月15日「令和7年度根室市議会議員研修会」
が開催されました。北海道大学公共政策大学院
山崎幹根教授は「議会サポーター制度の導入な
ど～議会改革の現状とこれから～」について、
また北海道大学広報・社会連携本部中村健吾特
任准教授から「教育は地域振興に資するのか～
高校の魅力化と地域づくり～」をテーマに講演
いただきました。それぞれ重要な課題であり、
今後の市議会でも論議を深め、実践していかな
ければならないと感じました。

写真：根室市議会の
公式Facebookより引用

写真：根室市議会の
公式Facebookより引用


	スライド 1

